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病害虫発生予察情報について

下記のとおり発表しましたので、送付します。

◇

発生予察注意報第２号

果樹全般（特にカキ、ナシ、モモ、カンキツ類）作物名：

果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、クサギカメムシなど）病害虫名：

１ 発生地域 ： 丹後

２ 発生時期 ： ５月下旬～７月

３ 発生量 ： 多い

４ 注意報発表の根拠
（１）予察灯（２０Ｗブラックライト）におけるチャバネアオカメムシの５月

第４半旬までの総誘殺数は、京丹後市弥栄町で１１９頭（平年８．９頭）
と多く、多発年であった平成１６年よりも多い（第１表）。

（２）予察灯（６０Ｗ白熱灯）におけるチャバネアオカメムシの５月第４半旬
までの総誘殺数は、京丹後市弥栄町で８頭（平年１頭）と多く、多発年で
あった平成１６年よりも多い（第２表）。

（３）集合フェロモントラップにおけるチャバネアオカメムシの５月第４半旬
までの総誘殺数は、京丹後市弥栄町で１頭（例年２．８頭）と例年並であ
る（第３表）。

（４）予察灯（２０Ｗブラックライト）におけるクサギカメムシの５月第４半
旬までの総誘殺数は、京丹後市弥栄町で１６頭（平年０．３頭）と多い
（第４表）。

（５）丹後地域のナシ、モモですでに発生を確認し、モモで被害を認めている。

５ 防除上の注意事項
（１）カメムシは夜行性であり、夕方の防除が有効である。

（２）被害は、園による差が大きく、また、園の周囲で多くなるなど多様であ
る。園内外の成虫の発生状況などを常に観察し、飛来を認めたら防除する。

。特に、山林等の隣接園では注意する

（３）合成ピレスロイド剤の連用は、ハダニ類やカイガラムシ類が多発する恐
れがあるので避ける。

（４）防除薬剤は、第５表のとおりであるが、防除を実施する場合は使用基準
を厳守すること。なお、最新の農薬情報は農林水産省ホームページの「農
薬コーナー」（ http://www.maff.go.jp/nouyaku/）を 参 照の こと。



第１表 予察灯 (２０Ｗブラ ックライト )誘殺数 (チャバ ネアオカメム シ )
設置場所 京田辺市 亀 岡 市 京 丹後市弥栄町
月・半旬 １８年 １６ 年 例年値 １８年 １６年 平 年値 １８年 １６年 平年 値
５ ・１ 0. 0 2 . 0 0. 8 0 . 0 0 .0 0. 0 0. 0 0. 0 4 . 6

２ 1. 0 1 . 0 1. 3 0 . 0 0 .0 0. 2 1 2. 0 1 8. 0 2 . 8
３ 0. 0 4 . 0 1 . 3 0 . 0 1 .0 0. 6 1. 0 1 2. 0 1 . 2
４ 0. 0 0. 0 0 . 0 0 .0 0. 1 10 6. 0 0. 0 0 . 3－

第２表 予察灯 (６０Ｗ白熱 灯 )誘殺 数 (チ ャバネアオカ メムシ )
設置場所 京田辺市 亀 岡 市 京 丹後市弥栄町
月・半旬 １８年 １６ 年 例年値 １８年 １６年 平 年値 １８年 １６年 平年 値
５ ・１ 1. 0 0 . 0 0. 0 0 . 0 0 .0 0. 0 0 .0 0. 0 0 . 6

２ 0. 0 0 . 0 0. 3 0 . 0 0 .0 0. 0 0 .0 1. 0 0 . 3
３ 0. 0 4 . 0 0. 5 0 . 0 8 .0 1. 0 0 .0 0. 0 0 . 1
４ 1. 0 0 . 0 0. 0 0 . 0 1 .0 0. 1 8 .0 0. 0 0 . 0

第 ３表 フェロモント ラップ誘殺数 （チャバネア オカメムシ）
設置場所 京田辺市 亀 岡 市 京丹後市弥栄 町
月・半旬 １８ 年 例 年 値 １８年 例 年 値 １８年 例 年 値
５ ・１ 0. 0 0 .7 1. 5 0 .8 0 . 0 0 .3

２ 0. 0 1 .2 0. 5 1 .1 0 . 0 0 .3
３ 0. 0 1 .1 0. 0 2 .4 0 . 0 1 .4
４ 0. 6 1 .6 2. 0 1 .3 1 . 0 0 .8

第 ４表 予察灯 (２０Ｗブラ ックライト )誘殺数 (クサギ カメムシ )
設置場所 京田辺市 亀 岡 市 京丹後市弥栄 町
月・半旬 １８ 年 例 年 値 １８年 平 年 値 １８年 平 年 値
５ ・１ 0. 0 0 .0 0. 0 0 .0 2 . 0 0 .3

２ 0. 0 0 .0 0. 0 0 .0 1 . 0 0 .0
３ 0. 0 0 .3 0. 0 0 .0 0 . 0 0 .0
４ 0. 0 0 .0 0. 0 0 .0 13 . 0 0 .0

第 ５表 各作物の主な カメムシ類防 除農薬と使用 基準

使 用 基 準
作物名 農 薬 名 希 釈 倍 数

使 用 時 期 使用 回数
（収穫〇日前 まで） （以 内）

ア ーデント水和 剤 1, 00 0倍 ７日 ３ 回
ア クタラ顆粒水 溶剤 2, 00 0倍 ３日 ３ 回
ア グロスリン水 和剤 1, 00 0～ 2 , 00 0倍 前日 ３ 回

カ キ ア ディオン乳剤 2, 00 0～ 3 , 00 0倍 ７日 ５ 回
ア ドマイヤー顆 粒水和剤 10, 00 0倍 ７日 ３ 回
ｱﾙ ﾊﾞ ﾘﾝ・ ｽ ﾀｰ ｸﾙ顆 粒水 溶剤 2, 00 0倍 ７日 ２ 回
ダ ントツ水溶剤 2, 00 0～ 4 , 00 0倍 ７日 ３ 回
ロ ディー水和剤 1, 50 0倍 ７日 ３ 回

ア クタラ顆粒水 溶剤 2, 00 0倍 前日 ３ 回
ア ディオンフロ アブル 1, 50 0倍 前日 ２ 回
ア ドマイヤー水 和剤 1, 00 0倍 ３日 ２ 回

ナ シ ｱﾙ ﾊﾞ ﾘﾝ・ ｽ ﾀｰ ｸﾙ顆 粒水 溶剤 2, 00 0倍 前日 ３ 回
ス プラサイド水 和剤 1, 50 0倍 ７（４５ ）日 ３ (２ )回
ス ミチオン４０ 水和剤 80 0～ 1 , 00 0倍 １４（２１ ）日 ６ 回
ダ ントツ水溶剤 2, 00 0～ 4 , 00 0倍 前日 ３ 回
ロ ディー水和剤 1, 00 0倍 前日 ２ 回

ア クタラ顆粒水 溶剤 2, 00 0倍 １４日 ３ 回
カンキ ア ドマイヤー顆 粒水和剤 10, 00 0倍 １４日 ３ 回
ツ類 ｱﾙ ﾊﾞ ﾘﾝ・ ｽ ﾀｰ ｸﾙ顆 粒水 溶剤 2, 00 0倍 ７日 ２ 回

Ｍ Ｒ．ジョーカ ー水和剤 2, 00 0倍 １４日 ２ 回
ダ ントツ水溶剤 2, 00 0～ 4 , 00 0倍 ７日 ３ 回

ア ーデント水和 剤 1, 00 0倍 前日 ３ 回
ア グロスリン水 和剤 2, 00 0倍 ７日 ５ 回
ア ディオン乳剤 2, 00 0倍 ７日 ６ 回

モ モ ア ドマイヤー水 和剤 1, 00 0倍 ３日 ２ 回
ｱﾙ ﾊﾞ ﾘﾝ・ ｽ ﾀｰ ｸﾙ顆 粒水 溶剤 2, 00 0倍 ７日 ２ 回
ス ミチオン４０ 水和剤 80 0～ 1 , 00 0倍 ３日 ６ 回
ダ ントツ水溶剤 2, 00 0～ 4 , 00 0倍 ７日 ３ 回

注： （ ）内は無 袋栽培


